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　このたびの地震により被害を受けられた皆様に、心からお見舞い
申し上げます。
　被災された地域の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

さいたま市介護支援専門員協会　会員一同
さいたま市介護支援専門員協会
ロゴマーク

　

さ
い
た
ま
市
で
は
、
多
種
多

彩
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
増

え
て
い
る
。
介
護
支
援
専
門
員

と
し
て
は
、
ご
利
用
者
に
合
っ

た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る

た
め
に
も
、
各
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
特
色
を
把
握
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
今
回
の
合
同

ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
で
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
情
報
交

換
・
意
見
交
換
を
行
な
う
こ
と

と
な
っ
た
。
介
護
支
援
専
門
員

32
名
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

26
施
設
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
。

　

第
１
部
で
は
、
ニ
チ
イ
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
上
木
崎
の
沢
目
誠
氏

よ
り
ご
講
義
い
た
だ
き
、「
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
相
談
員
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
『
う
さ
ぎ
の
タ
マ
ゴ
』

の
会
を
広
め
、
地
域
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
同
士
で
交
流
を
深
め

て
、
お
互
い
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

さ
ら
に
は
地
域
貢
献
に
も
努
め

て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
ご
活

躍
が
楽
し
み
と
な
る
お
話
を
い

た
だ
い
た
。

　

第
２
部
で
は
、
事
前
に
３
区

内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
、

「
送
迎
範
囲
・
営
業
日
・
利
用

時
間
・
専
門
職
の
有
無
・
入
浴

の
種
類
・
対
応
で
き
る
医
療
行

為
・
食
費
等
の
費
用
・
特
色
」

等
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

送
付
し
、
そ
れ
を
も
と
に
資
料

を
作
成
。
当
日
は
、各
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
よ
り
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
を
発
表
し
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
後
は
フ
リ
ー
タ
イ
ム

と
し
、
集
団
見
合
方
式
で
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
各
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
で
情
報
・
意
見
交
換
を
行

な
い
、
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
、

大
変
盛
り
上
が
っ
た
。

　

今
回
の
サ
ロ
ン
で
は
、
ひ
と

つ
の
会
場
で
多
く
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
直
接
お
話
し
す

る
機
会
が
持
て
、
各
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
特
色
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
ご
利
用
者
に
合
っ
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
見
つ
け
る
知
識
を

深
め
る
上
で
、
大
変
有
意
義
な

サ
ロ
ン
と
な
っ
た
。

浦
和
区
・
南
区
・
緑
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
・
意
見
交
換
会
」

開
催
日
時　

平
成
22
年
12
月
16
日
（
木
）
14
時
00
分
～
16
時
00
分

開
催
場
所　

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

第
15
会
議
室
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今
年
度
の
テ
ー
マ
「
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
情
報
交
換
と
連
携
」

に
基
づ
き
、
第
３
回
目
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
々
を
お

招
き
し
た
。
参
加
者
は
訪
問
看
護
師
４
名
（
４
事
業
所
）、訪
問
マ
ッ

サ
ー
ジ
所
長
１
名
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
４
名（
４
事
業
所
）で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
、
大
宮
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長　

知
崎
氏
よ
り
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
者
は
重
度
化
し
、
短
期
利
用
が
増

え
て
い
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
な
か
に
は
、
訪
問
看
護
師
が
入
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
の
生
活
の
波
を
乱
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ

る
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
訪
問
看
護
に
つ
い
て
思
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
は
「
訪
問
看
護
を
勧
め
て

も
、通
院
で
き
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
と
家
族
に
言
わ
れ
て
し
ま
う
と
、

サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。」「
訪
問
看
護
で
清
拭

を
計
画
し
て
も
、
訪
問
前
に
便
失
禁
が
あ
っ
て
、
家
族
が
既
に
清
拭

を
終
え
、
看
護
師
が
来
た
と
き
に
は
仕
事
が
無
か
っ
た
り
、
本
人
が
、

体
調
次
第
で
勝
手
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
、
定
期
的
な
利
用
に
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
。」「
ど
う
い
う
場
合
に
訪
問
看
護
を
頼
め
ば
良
い

か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
訪
問
看
護
師
か
ら
は
、
以
下
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
っ
た
。

　
「
ヘ
ル
パ
ー
と
比
べ
、
援
助
内
容
が
見
え
に
く
い
の
で
、
家
族
が

ど
う
訪
問
看
護
を
使
い
こ
な
せ
る
か
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。」「
一

般
の
人
々
に
は
、
訪
問
看
護
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
に
く
い
。
我
々

の
ア
ピ
ー
ル
不
足
で
は
な
い
か
？
」「
何
か
一
つ
、
一
番
困
っ
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
突
破
口
に
、
い
ろ
い
ろ
な

ケ
ア
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
き
っ
か
け
と
し
て
は
、
医
療

処
置
や
退
院
直
後
が
入
り
や
す
い
と
思
う
。」「
訪
問
看
護
は
、
バ

岩
槻
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
」

開
催
日
時　

平
成
23
年
１
月
19
日
（
水
）

18
時
30
分
～
20
時
00
分

開
催
場
所　

岩
槻
区
本
丸
公
民
館

　

今
回
は
、
岩
槻
法
務
司
法
書
士
事
務
所
の
司

法
書
士　

森
﨑
秀
樹
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
ご
講
義
い
た
だ

い
た
。

　

参
加
者
は
岩
槻
区
会
員
と
他
区
の
会
員
に
も

お
越
し
い
た
だ
き
、
15
名
で
あ
っ
た
。

　

認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の
理
由

で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
々
を
法
律
面
や
生
活

面
で
支
援
す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で
あ
る
。

　

判
断
能
力
が
衰
え
て
か
ら
申
し
立
て
を
す
る

法
定
後
見
制
度
と
、
将
来
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
と
き
に
備
え
て
、
自
ら
が
選
ん
だ
代

理
人
と
契
約
を
結
ぶ
任
意
後
見
制
度
が
あ
る
。

　

森
崎
氏
が
成
年
後
見
人
と
し
て
関
わ
っ
た
い

く
つ
か
の
事
例
の
中
か
ら
、
こ
こ
で
は
任
意
後

見
制
度
で
の
支
援
の
事
例
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　

身
寄
り
が
な
く
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
た

い
希
望
が
あ
る
が
、
身
体
の
問
題
か
ら
、
預
貯

金
の
出
し
入
れ
が
困
難
で
入
所
の
希
望
が
叶
わ

な
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、

①
現
時
点
で
の
財
産
管
理
契
約
。

②
判
断
能
力
が
衰
え
た
場
合
に
備
え
て
任
意

後
見
契
約
を
締
結
。

③
死
後
の
財
産
の
帰
属
先
を
遺
言
に
て
指
定

し
、
司
法
書
士
を
遺
言
執
行
者
と
し
た
。

司
法
書
士
と
財
産
管
理
契
約
を
結
ん
だ
こ

イ
タ
ル
を
測
る
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
指
導
を

し
た
り
、
体
調
の
変
化

の
予
兆
を
し
て
、
良
い

方
向
に
持
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
。」「
ヘ
ル

パ
ー
は
、
時
間
内
に
目

一
杯
の
仕
事
が
あ
り
忙

し
い
が
、
そ
れ
に
比
べ
、

ケ
ア
中
に
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
の
が
、
訪
問
看
護
の
特
権
だ
と
思
う
。」「
一

度
始
め
た
ら
、
ず
っ
と
入
る
と
い
う
考
え
で
な
く
、
状
態
が
改
善
し

た
ら
や
め
る
事
も
で
き
る
。
と
り
あ
え
ず
、
ど
う
か
な
と
思
っ
た
時

は
、
一
回
行
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
そ
こ
で
必
要
か
ど
う

か
判
断
し
て
も
良
い
と
思
う
。
気
軽
に
声
を
か
け
て
欲
し
い
。」

　

ま
た
、「
国
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
医
療
知
識
を
求
め
て
い
る
が
、

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
で
意
見
を
共
有
で
き
れ
ば
、
問
題
な
い
と
思

う
。
そ
の
た
め
に
こ
そ
の
、サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
だ
と
思
う
。」と
、

会
議
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

　

次
は
、
各
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
、
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

訪
問
時
に
は
床
ず
れ
が
重
症
に
な
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
、
病
状
改
善
の

た
め
に
短
期
間
の
み
ケ
ア
し
た
ケ
ー
ス
、
認
知
症
の
進
ん
で
い
る
方

の
、
生
活
改
善
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
の
説
明
が
あ
り
、
具
体
的
に

ど
ん
な
場
合
に
訪
問
看
護
を
お
願
い
で
き
る
か
、
参
考
に
な
っ
た
。

　

医
療
知
識
の
な
い
自
分
に
と
っ
て
、
訪
問
看
護
の
依
頼
は
苦
手
で

あ
る
が
、
今
回
、
訪
問
看
護
師
の
方
々
か
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

対
し
て
、
温
か
い
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。

大
宮
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
　

　
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
」

開
催
日
時　
平
成
23
年
１
月
19
日
（
水
）　

15
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　
（
財
）
さ
い
た
ま
市
在
宅
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
公
社
大
宮
セ
ン
タ
ー　

２
階　

Ａ
会
議
室
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本
年
度
２
回
目
の
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
は
、
地
域
の
７
ヶ
所
の
短
期

入
所
生
活
介
護
事
業
所
担
当
者
に
参
加
い
た
だ
き
、
事
業
所
ご
と
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
上
で
の
確
認
事
項
や
機
能
訓
練
、「
売
り
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
平
成
24
年
の
介
護
保
険
見

直
し
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
「
お
泊
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
の
事
業
所

に
も
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

緊
張
し
た
雰
囲
気
で
始
ま
っ
た
サ
ロ
ン
で
は
あ
っ
た
が
、
最
初
に

幹
事
の
発
案
で
「
ズ
バ
リ
聞
き
た
い
相
談
員
の
本
音
」
と
い
う
「
イ

エ
ス
」「
ノ
ー
」
カ
ー
ド
で
答
え
る
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。
質
問
の
中

に
は
「
上
司
へ
の
実
績
報
告
は
つ
ら
い
」
な
ど
が
あ
り
、
担
当
者
の

苦
笑
い
を
交
え
な
が
ら
和
や
か
に
サ
ロ
ン
が
進
ん
だ
。

　

参
加
事
業
所
の
状
況
は
、

①
べ
ッ
ド
数

　

ベ
ッ
ド
数
は
20
床
以
上
が
４
箇
所
、
10
床
以
上
が
２
箇
所
で
10

床
未
満
の
施
設
は
１
箇
所
。

②
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
機
能
訓
練

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
は
「
機
能
訓
練
加
算
」
を
算
定
し
て

い
る
の
は
１
ヶ
所
の
み
で
、
ど
の
事
業
所
も
生
活
の
中
に
体
操

や
集
団
レ
ク
等
の
活
動
を
盛
り
込
ん
だ
り
、
施
設
行
事
に
参
加

で
き
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
た
。

③
医
療
行
為

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
一
番
の
関
心
事
で
あ
る
医
療
に
関
す
る
対

応
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
体
制
に
よ
っ
て
も
違
い
は
あ
る
が
、

胃
瘻
・
経
管
栄
養
・
在
宅
酸
素
を
使
用
し
て
い
て
も
利
用
可
能

な
施
設
が
多
く
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
も
、
自
己
注
射
を
条
件
に
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
事
業

中
央
区
・
桜
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
教
え
て
！
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」

開
催
日
時　

平
成
23
年
２
月
19
日
（
土
）　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

開
催
場
所　

さ
い
た
ま
ロ
イ
ヤ
ル
の
園

所
が
み
ら
れ
た
。

④
特
色

　

緊
急
利
用
や
困
難
事
例
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
い
、
医
療

機
関
と
の
連
携
体
制
が
し
っ
か
り
と
し
て
お
り
、
体
調
変
化
に

対
応
で
き
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
事
業
所
が
あ
っ
た
。
生
活

面
で
は
女
性
職
員
が
多
く
、
同
姓
介
助
の
希
望
に
も
柔
軟
に
対

応
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
慣
れ
な
い
利
用
者
に
対
し
て
、
交
流

を
促
す
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
事
業
所
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
上
で
困
っ
た
こ
と
や
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
際
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
依
頼
に
つ
い
て
の
話
も
し
な

が
ら
、
有
意
義
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
会
を
持
つ
こ
と
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
み
な
ら
ず

事
業
所
間
に
も
良
い
刺
激
と
な
っ
た
。
今
後
も
地
域
内
の
連
携
を
強

化
し
な
が
ら
円
滑
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
い
た
い
と
思
う
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
事
業
所
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

と
に
よ
り
、
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
が
可
能
と

な
っ
た
。
数
年
後
、
本
人
は
死
亡
。
司
法

書
士
は
遺
言
を
執
行
し
、
遺
産
継
承
の
手

続
き
を
完
了
し
た
。

と
の
こ
と
。

　

任
意
後
見
契
約
と
の
併
用
で
、
判
断
能
力
が

あ
る
う
ち
か
ら
財
産
管
理
を
委
任
す
る
「
財
産

管
理
契
約
」
や
定
期
的
に
面
会
し
て
無
事
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
「
見
守
り
契
約
」　

延

命
治
療
を
拒
否
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
お
く

「
尊
厳
死
宣
言
」　

死
後
の
財
産
処
分
方
法
や
相

続
分
の
指
定
な
ど
を
決
め
て
お
く
「
遺
言
」
等

の
契
約
を
結
ぶ
事
が
で
き
る
。
他
に
も
、
制
度

の
説
明
や
、
民
生
委
員
と
連
携
を
と
っ
た
事
例

を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　

認
知
症
が
あ
る
独
居
の
高
齢
者
も
増
え
て
き

て
お
り
、
私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
制
度
に

つ
い
て
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
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今
回
は
、
介
護
支
援
専
門
員
協
会
の

み
で
な
く
、
見
沼
区
に
あ
る
事
業
所
も

交
え
協
会
の
活
動
を
認
識
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
含
め
サ
ロ
ン
を
開
催
し
た
。

　

約
36
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
見
沼
区
に
あ
る
病
院
の
相
談
員
を

お
招
き
し
、
医
療
と
の
連
携
に
つ
い
て

意
見
交
換
等
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
東
大
宮
病
院
：
板
垣
郁
子

氏
・
さ
い
た
ま
記
念
病
院
：
坂
西
健
樹

氏
、
大
宮
共
立
病
院
：
鈴
木
秀
子
氏
に

よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
取
り
組
み
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
関
わ
り
方
に
つ

い
て
、
相
談
員
よ
り
お
話
し
を
い
た
だ

い
た
。

　

東
大
宮
病
院
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
付
い
て
い
な
い
方
な
ど
に
対
し
て
の

在
宅
指
導
時
に
、
ご
協
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ご
利
用
者
の
情
報
等
は
医
療

相
談
員
を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ

い
た
ま
記
念
病
院
は
相
談
員
の
人
数
が

少
な
い
の
で
、
個
別
で
の
対
応
は
厳
し

く
書
類
で
の
情
報
提
供
、
連
携
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

回
復
期
病
棟
か
ら
自
宅
に
戻
ら
れ
る

方
に
対
し
て
は
、
家
屋
調
査
な
ど
を
行

い
少
し
で
も
多
く
の
情
報
を
ケ
ア
マ
ネ

　

今
回
は
、
日
本
大
学
歯
学

部
摂
食
機
能
療
法
学
講
座
、

及
び
南
古
谷
病
院
歯
科
室
勤

務
の
人
見
涼
露
氏
を
講
師
に

お
招
き
し
、
嚥
下
に
関
す
る

摂
食
機
能
療
法
を
、
分
か
り

や
す
く
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
を
通
し
て
、
胃

ろ
う
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
や
、
摂
食
療
法
の
流
れ
等

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
中

で
も
実
際
の
症
例
と
し
て
内

視
鏡
ビ
デ
オ
で
の
映
像
は
衝

撃
的
で
！
誤
嚥
の
様
子
が
一

目
瞭
然
！
「
な
る
ほ
ど
、
あ

の
む
せ
方
は
こ
ん
な
感
じ
で

誤
嚥
し
て
い
た
ん
だ
。」
と
唸

ら
せ
ら
れ
た
。

　

臨
床
患
者
の
中
に
は
、
脳

出
血
を
契
機
に
胃
ろ
う
に
な

り
、
そ
れ
か
ら
摂
食
療
法
を

始
め
、
寝
た
き
り
で
話
せ
な

い
方
が
ベ
ッ
ド
か
ら
離
れ
、

話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
食
事

も
自
力
で
で
き
る
よ
う
に
な

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の

こ
と
。
胃
ろ
う
が
造
設
さ
れ

見
沼
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
介
護
支
援
専
門
員
と
医
療
等
の
連
携
」
～
退
院
時
の
連
携
に
つ
い
て
～

開
催
日
時　

平
成
23
年
３
月
２
日
（
水
）
15
時
00
分
～
16
時
00
分

開
催
場
所　

さ
い
た
ま
市
五
反
田
会
館

ジ
ャ
ー
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　

大
宮
共
立
病
院
は
連
携
の
窓
口
は
相

談
員
と
な
り
、
事
前
に
連
絡
を
し
て
い

た
だ
け
る
と
早
い
段
階
で
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
の
関
わ
り
の
時
間
を
多
く
持

つ
よ
う
に
し
て
い
る
。
相
談
員
で
も
リ

ハ
ビ
リ
の
状
況
等
の
把
握
が
難
し
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

の
連
携
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と

の
こ
と
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
側
か
ら
は
、
入
院

時
の
情
報
提
供
窓
口
に
つ
い
て
の
質

問
、
サ
マ
リ
ー
等
は
退
院
後
に
も
依
頼

で
き
る
の
か
、
病
院
に
よ
っ
て
は
サ
マ

リ
ー
が
も
ら
え
な
い
な
ど
対
応
が
違
う

等
の
質
問
が
あ
っ
た
。

　

記
念
病
院
は
情
報
等
の
提
供
確
認
等

は
病
棟
と
の
や
り
取
り
と
な
る
、
東
大

宮
病
院
は
、
ケ
ー
ス
内
容
に
よ
っ
て
病

棟
の
み
相
談
員
立
会
い
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
大
宮
共
立
病
院
も
同
様
で
ケ
ー

ス
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
る
と
の
こ

と
。

　

サ
マ
リ
ー
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
早

め
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
対
応
可
能

で
あ
る
。
医
師
か
ら
直
接
情
報
を
い
た

だ
き
た
い
と
き
は
、
利
用
者
の
通
院
時

に
同
行
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ

る
。

　

ま
た
、
独
居
の
方
の
通
院
時
、
相
談

員
の
付
き
添
い
は
し
て
も
ら
え
る
か
と

の
質
問
に
は
、
そ
の
と
き
の
状
況
に
応

じ
て
の
対
応
を
す
る
と
の
こ
と
。

　

他
に
も
、
見
沼
区
内
で
の
共
通
の
情

報
提
供
用
紙
の
作
成
が
で
き
な
い
の
か

等
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
有
意
義

な
時
間
が
過
ご
せ
た
。

　

今
回
の
サ
ロ
ン
は
協
会
員
の
枠
を
外

し
、
見
沼
区
に
あ
る
居
宅
支
援
事
業
所

の
方
に
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
持
て
、
協
会
の

活
動
を
理
解
、
共
感
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
と
思
う
。
今
後
も
、
見
沼

区
内
で
情
報
交
換
や
連
携
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
開
催
し
た

い
。

大
宮
区
・
北
区
・
西
区
合
同
サ
ロ
ン

　
「
嚥
下
勉
強
会
」

開
催
日
時　

平
成
23
年
３
月
９
日
（
水
）　

18
時
30
分
～
20
時
00
分

開
催
場
所　

北
区
プ
ラ
ザ
ノ
ー
ス

た
方
で
も
、
何
か
希
望
の
光

が
見
え
た
よ
う
な
内
容
だ
っ

た
。

　

年
度
末
の
忙
し
い
時
節
か

ら
か
参
加
者
が
12
名
と
少
な

か
っ
た
が
、
次
回
は
も
っ
と

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
企
画
し
た
い

と
思
う
。
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今
回
は
、
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
な
が
ら
、
な
か
な
か

長
い
時
間
、
話
を
す
る
機
会
が

な
い
行
政
機
関
の
方
々
と
、
顔

を
合
わ
せ
て
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

話
を
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
の

立
場
の
違
い
や
考
え
を
超
え
、

業
務
上
の
悩
み
か
ら
介
護
保
険

制
度
、
高
齢
者
施
策
、
果
て
は

街
づ
く
り
の
話
な
ど
も
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
今
後
の
連
携
に

つ
な
が
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら

親
睦
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
み
な
さ
ま
ご
承
知

の
よ
う
に
、
3
月
11
日
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
。

　

そ
の
後
も
余
震
が
続
き
、
停

電
な
ど
も
開
始
、
首
都
圏
の
交

通
機
関
も
マ
ヒ
。

　

ま
だ
震
災
の
全
容
も
分
か
ら

な
い
な
か
、
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

を
開
催
（
３
月
15
日
）
す
る
こ

と
よ
り
介
護
支
援
専
門
員
と
し

て
、
ご
利
用
者
の
安
否
確
認
な

ど
情
報
収
集
や
プ
ラ
ン
変
更
な

ど
を
優
先
す
べ
き
と
判
断
し
、

　

今
回
の
サ
ロ
ン
は
施
設
職
員
で

あ
れ
ば
参
加
で
き
る
オ
ー
プ
ン
形

式
と
し
て
開
催
。
13
名
（
施
設
従

事
者
11
名
・
居
宅
系
２
名
）
が
参

加
し
た
。

　

今
回
は
「
認
知
症
の
人
の
食
事

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
座
談
会

方
式
で
実
施
。
前
半
で
は
、
参
加

者
が
抱
え
る
認
知
症
高
齢
者
の

食
事
に
関
す
る
悩
み
や
困
り
ご

と
、
各
施
設
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
た
。
後
半
で

は
、
北
海
道
医
療
大
学 

看
護
福
祉

学
部 
山
田
律
子
教
授
監
修
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
『
認
知
症
の
人
の
お
い

し
く
豊
か
な
食
事
に
向
け
て
』
を

参
考
に
、
討
議
し
た
内
容
を
振
り

返
っ
た
。
ま
と
め
に
、
さ
い
た
ま

市
認
知
症
介
護
指
導
者
で
も
あ
る

研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員

副
委
員
長
（
施
設
担
当
）
黒
川
康

子
氏
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
考
え
方
に

基
づ
い
た
認
知
症
高
齢
者
の
理
解

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
認
知
症
で
あ
っ

て
も
そ
う
で
な
く
て
も
、
そ
の
人

大
勢
の
会
員
の
参
加
を
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
直
前
の
中

止
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
は
わ
た
し
た
ち

の
想
像
の
範
囲
を
遥
か
に
超
え

て
い
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害

を
受
け
ら
れ
た
み
な
さ
ま
に
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
た
ち
介
護
支
援
専
門
員
と

し
て
で
き
る
こ
と
。
そ
れ
は
一

個
人
、
事
業
者
単
位
、
協
会
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
市
民
と
し
て
協
力

し
な
が
ら
、
介
護
支
援
専
門
員

と
し
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
社
会
的
弱
者
が
、
災
害
時
で

も
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
取
り
組
ん

で
ゆ
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。

浦
和
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
行
政
機
関
の
方
々
と
の
勉
強
会
・
交
流
会
」

【
震
災
の
影
響
に
伴
い
，
中
止
】

施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
の
報
告

「
22
年
度　

第
３
回
研
修
会　

施
設
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
」

開
催
日
時　

平
成
22
年
12
月
４
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
00
分

開
催
場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

浦
和
し
ぶ
や
苑
（
緑
区
）

の
生
活
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
発
言
が

あ
り
、
今
回
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
「
生
活
」
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｆ
な
ど
の
ツ
ー
ル
を

使
用
し
た
分
析
か
ら
、
は
た
し
て

そ
の
人
の
生
活
、
そ
の
人
の
顔
が

見
え
て
く
る
の
か
？
と
い
う
意
見

も
聞
か
れ
た
。

　

終
了
後
の
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は
、今
後
の
研
修
会
の
テ
ー

マ
に
「
生
活
の
捉
え
方
」
を
検
討

し
よ
う
と
意
見
が
一
致
し
た
。

役員の皆さん、会員の皆さん、１年間お疲れさまでした。
平成 23 年度も引き続きよろしくお願いいたします！
平成 23 年度も「（社）やどかり出版」さんに広報誌出版をお願いしたいと思います。
今後ともよろしくお願いいたします。

広報委員

編集後記
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リニューアルしたので見てくださ〜い !!

事務局の名称が変更になりました
　　　　新　（社福）さいたま市社会福祉協議会　大宮サービスセンター　（平成 23 年度より）
　　　　旧　　（財）　さいたま市在宅ケアサービス公社

＊電話番号等に変更はありません

会員の住所・事業所等登録事項に変更があった場合や入会・退会希望の場合は事務局までご連絡ください．
　　　　　　さいたま市介護支援専門員協会　事務局　野﨑・西間木
　　　　　　　（社福）さいたま市社会福祉協議会　大宮サービスセンター
　　　　　　　　　電話番号　048 － 645 － 7470　　　　　FAX　048 － 645 － 7500

事 務 局 よ り

ホームページ
h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

ちょっと   coffee  break

　前回投稿の会員 A さんから指名があると思いきや、
会員 A さんはアミダくじを作成していた。一人づつ
順番にアミダに名前を記入していく、私の順番となる。
ふと、記入しようと思った時、何か当たる気がした。
思わず、決まる前に、「今回の締め切りは、何日です
か？」と聞いてしまった。案の定、私に決まる。

　第六感（sixth sense）とは、基本的に、五感以外の
もので五感を超えるものを指しており、理屈では説明
しがたい、鋭くものごとの本質をつかむ心の働きのこ
とである。
　第六感という言葉は、基本的に、五感を超えるもの
で、ものごとの本質をつかむ心の働きのことを指して
いる。 類義語として、インスピレーション、勘、直
感、霊感、などがある。超感覚的知覚（Extrasensory 
perception、ESP、超能力の一種）が類義語として扱
われることもある。
　ただし、現代では「人には五つの感覚、知覚しか存
在しない」とは理解されておらず、平衡感覚が第六番
目の感覚として位置づけられていることがあるので、

「第六感」

その文脈では「第六感」という表現が平衡感覚を指し
ていることもある。
　心とは、非常に多義的・抽象的な概念であり文脈に
応じて多様な意味をもつ言葉であり、人間（や生き物）
の精神的な作用や、それのもとになるものなどを指し、
感情、意志、知識、思いやり、情などを含みつつ指し
ている。（広辞苑より）

　例えば、事務所の同僚と「○○さんは、最近どうな
の？」「連絡がないけど？」と話題になった時、不思
議にも電話のベルが鳴り、噂していた方からの連絡が
あったり、何か胸騒ぎを感じ、ふと、思い起こした方
に連絡を入れると、状況に変化があったりする。
　皆さんも、そのような経験はありませんか？

　私達は、色々な利用者様やご家族様との出会いがあ
ります。理屈では説明しがたいことも多々あると思い
ますので、ものごとの本質をつかむ心を磨いて行きた
いと思います。

平成23年度　「さいたま市介護支援員専門員協会　通常総会、基調講演」　開催のご案内

日時　　平成 23 年５月 28 日（土）
13 時 45 分～　　通常総会
15 時 00 分～　　基調講演　　　　講演者　ＨｉＢｉＫｉ氏

場所　　岩槻駅前東口コミュニティセンター３Ｆ　ワッツルームＡ

あとがき


